
EBC Financial
Group：台湾の5,100億ドル規模のAI投資は、テクノロジー主権の新時
代を予感させる

EBC Financial Group：半導体業界における台湾の優位性や5,100

億米ドルの AI

投資計画が世界のテクノロジー業界をどのように再形成しているかを分析します。

EBC Financial

Groupは、AI産業に対する台湾の野心が、世界的な投資の流れ

、半導体サプライチェーン、地政学的戦略をどのように再定義して

いるかを強調しています。

TAIWAN, August 12, 2025

/EINPresswire.com/ --

台湾が新たに発表した「十大AIインフラプロジェクト」は、204

0年までに15兆台湾ドル（5,100億米ドル）以上の経済価値を

創出すると予測される壮大な構想であり、世界中の投資家から注目

を集めています。

地政学的緊張の高まりと世界的なAI競争への直接的な対応と位置付

けられるこの計画は、技術サプライチェーンと戦略的な資本配分の

大規模な再編を示唆しています。  

IMG_256卓栄泰行政院長によると、台湾は世界をリードする半導体製造能力と、シリコンフォトニクス、AIロボティクス、量子コンピューティングといった最

先端技術を融合させ、「スマートテクノロジーアイランド」への進化を目指しています。この構想には、1,000億台湾ドル（30億8,000万米ドル）のベンチャ

ーキャピタル資金の投入に加え、50万人の雇用創出と3つの国際水準の研究施設の設置も盛り込まれています。  

EBC Financial

Group（英国）のCEO、デビッド・バレット氏は「台湾のAI計画は、世界のサプライチェーンが危機に瀕している今、技術的自立を宣言するものです。も単な

るイノベーションの追求にとどまりません、回復力、再編、そして主導権の回復が求められています。投資家は、これを単なる地域的な動きとしてではなく、テクノロ

ジー市場と資本市場におけるより広範な地政学的再編の一環として捉える必要があります」と述べました。  

シリコンフォトニクス、ソブリンAI、そしてサプライチェーンの再編  

台湾のAIビジョンの中核を成すのは、3つの主要技術です。すでに世界をリードしている台湾積体電路製造（TSMC）によるシリコンフォトニクス、量子コンピュ

ーティング、そしてAI駆動型ロボティクスです。これらの技術群は、鴻海精密工業（Foxconn）が主導する新設の「台湾AI・ロボット連盟」によって支えられ

ています。この取り組みは、量子技術における独自のサプライチェーンの構築と、ソブリンAI（外国のプラットフォームに依存しない、台湾独自のAIインフラの開

発・運用）の推進も目的としています。  

アナリストたちは、こうしたイノベーション重視の姿勢は、特に米国が台湾製半導体に対し32%の関税を検討している状況下において、外国依存の高まりや潜在的

な貿易ショックへの予防的措置と捉えています。  

http://www.einpresswire.com


台湾の戦略的転換は、中国本土が半導体製造能力を積極的に拡大している中で起進行しています。台湾の民主社会新興技術研究所（DSET）の報報告によれば、成熟

ノードにおける半導体生産における中国本土のシェアは2027年までに47%に上昇し、減少傾向にある台湾の36%を上回ると予想されています。  

バレット氏は「世界の半導体市場は大きな転換期を迎えつつあります。台湾によるAIおよび半導体分野への新たな投資は、政情不安や地域内競争といったリスクに対

し、同国の主導的地位を一層強化することを明確に意図したものです。グローバルな資本市場にとって、これは重要な節目であり、今後の投資判断においては、市場パ

フォーマンスのみならず、地政学的戦略もますます重視されることになるでしょう。」と述べています。  

政情不安と技術主権確保をめぐる競争  

台湾の野心的な計画は、不確実性が高まる中で発表されました。31人の議員を対象とした広範なリコール投票によって立法プロセスが麻痺した結果、重要なインフラ

とエネルギー改革が遅れています。TSMCやユナイテッド・マイクロエレクトロニクス（UMC）を含む、膨大な電力を消費する台湾の半導体産業にとって、原

子力エネルギーと再生可能エネルギーに関する人世論の調整に苦慮する政府の姿勢は、事業継続のボトルネックとなっています。  

アリゾナ州への1,000億ドルの投資を含んで、米国におけるTSMCの事業拡大は、台台湾の政治的不安定さと米国の保護主義の高まりに対するヘッジとして見な

されています。一方で、台湾の先進的な半導体技術、特にAIセンサーや量子コンポーネントが米国の防衛分野に組み込まれている現状は、地政学的リスクをさらに増

大させる要因ともなっています。  

EBCの見解によれば、政治的不安定、戦略的テクノロジー投資、そして米中間の競争が融合することで、長期投資家にとっては複雑でありながらも肥沃な投資環境

が形成されつつあります。  

バレット氏は「現在、資本は地政学的整合性、エネルギーのレジリエンス、そして持続可能なイノベーションを備えた資産へとシフトしています。私たちは、金融上の

意思決定が地政学的安全保障の現状と切り離せないサイクルに入りつつあります。これは、防衛関連の半導体、グリーン製造、そしてAIガバナンス・システムといっ

た分野への新たな資本流入を促進する可能性があります。」と説明しました。  

世界の投資家にとっての意味  

EBCは、この取り組みは、機会と警戒感のユニークな構図と捉えていますと考えています。AIハードウェアのサプライチェーン、半導体製造、量子関連企業への分

散投資は、地域の不安定化に対する耐性を高める可能性があります。一方で、投資家は米台間の貿易関係の動向、とりわけ232条調査および2025年7月に迫る関

税再適用の期限に注視する必要があります。  

重要なのは、台湾の戦略が孤立して展開されているわけではないということです。中国本土のEVおよびバッテリー企業への依存に直面している欧州連合（EU）も

また、技術主権と貿易自由化のバランスを模索しています。さらに、中国本土が重要鉱物資源やレアアースを事実上独占している現状は、この構図を一層複雑化させ、

各国に産業政策の見直しを迫るとともに、投資家にも長期的なリスク評価の再考を促しています。  

「このような環境において、情報は単なる力ではなく、“保護”そのものなのです」と、バレット氏は結論付けました。EBCは、明確な視点、先見性、そして揺るぎ

ない戦略を提供することで、お客様がこうした地殻変動的な変化を乗り越えられるよう全力を尽くしています 。  

次世代テクノロジーを巡る競争が激化する中、台湾のAI推進は新たな章の幕を開けつつあります。いま、台湾の野心、グローバル資本、そして地政学的な断層線が、

これまで以上に複雑に交錯する時代に突入しています。市場における最近の節目は、こうした動向の重要性を改めて浮き彫りにしています。たとえば、マイクロソフト

の時価総額は今週、4兆米ドルを突破しました。売上高が前年比18％増と、過去3年以上で最高の伸びを記録したためです。その原動力となったのは、年間売上高が

750億米ドルを超えたAzureクラウドおよびAIサービスの躍進でした。  



マイクロソフトは、今月初めに4兆米ドルの大台を突破したエヌビディアと並び、AIインフラと半導体チップ開発が、現代の市場におけるリーダーシップの決定的な

柱であることを改めて示しています。一方、

AI分野での出遅れに対する懸念から、アップルは時価総額3.2兆ドルで第3位に後退しました。こうした動向を受けて、世界の投資家はもはや単にイノベーションに

賭けるだけでなく、「明日のテクノロジー経済」の構造そのものを形作ることができるプレーヤーを基準に、資本を再配分しつつあります。 

当社の詳細につきましては、https://www.ebc.com/jpからご確認いただけます。   

### 

EBC Financial Groupについて 

EBC Financial

Group（以下、当社）は、イギリス・ロンドンで設立され、金融ブローカー業務や資産運用サービスを提供しています。ロンドン、シドニー、香港、シンガポール

、バンコクなど、主要な金融センターに拠点を持ち、幅広い投資機会を提供しています。 

複数の賞を受賞しているEBCは、倫理基準の堅持に努めています。当社の各子会社は各国の規制機関の認可を受けており、英国（FCA）、ケイマン諸島（CIM

A）、オーストラリア（ASIC）、モーリシャス（FSC）などの金融監督機関のもとで事業を展開しています。 

私たちは、誠実さ、尊敬、お客様の資産の安全性を最優先とする企業文化を育み、すべての投資家の皆様とのお取引が、それに値する最大限の真剣さで取り扱われるこ

とをお約束します。 

https://www.ebc.com/jp/
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